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ウエイト

1 ‐ 242 240 100.8% a 1.00

2 b 1,423 1,595 89.2% d 1.00
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２　市民生活実感評価
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※令和２年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により調査を一時休止しています。
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令和元年度

評価

施策番号 1103

施策名 学生のパワーで活気あふれる「学生のまち」の実現

 未来の京都づくりにつながる学生の主体的な活動を支援することで，学生のパ
ワーでまち全体が活性化している「学生のまち」の実現を目指す。

概要

共管局・部室

１　客観指標評価

施策の評価

施策に関係する
主な分野別計画等

大学のまち京都・学生のまち京都推進計画2019-2023

担当局・部室

上位政策 11　大学

総合企画局・総合政策室

‐ ‐ ‐

‐ ‐ ‐
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‐
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平成
30年度

学生は，京都において社会で活躍す
る力を養い，そのパワーで京都のま
ちを活性化している。
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学生による未来の京都づくりにつながる活
動件数（件）

京都学生祭典における実行委員等の学生数
（留学生を含む）（人）
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客観指標総合評価
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市民生活実感調査総合評価
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どちらかと言
うとそう思う



＜総合評価＞

B B 令和2 B

＜原因分析＞
客観指標総合評価
☑ ｂ評価以上であり，施策の効果が客観指標に表れている。
□ ｃ評価以下であり，次の原因が考えられる。

市民生活実感調査総合評価
☑ ｂ評価以上であり，施策の効果が市民の実感に表れている。
□ ｃ評価以下であり，次の原因が考えられる。

＜この施策を構成する事務事業＞　（令和元年度又は令和2年度新規事業）

＜今後の方向性＞

平成30 令和元

重
み
付
け

学生のパワーやまちの活気は実感されてこそ価値があるため，市民の実感を重視す
る。

4

5

令和元年度
決算額

令和2年度
予算額

1

2

3

□　客観指標

☑　市民の実感

施策の目的がかなり達成されている

今後の方向性の検討

事業名

事業費の状況（千円） 令和2年度事務事業
評価結果における
目標達成度評価

担当局

＊予算額には人件費及び施設管理に係る経費を含みます。

・輝く学生応援プロジェクトの一環として，地域の催しやイベントに学生の参加を求める地域団体と，発表
の場を求める学生団体・サークルを結びつける「むすぶネット」（学生・地域連携ネットワーク）におい
て，地域と学生団体・サークルの双方のＰＲ機会への広報活動を継続し，様々な手段を検討し，更なる周知
に努める。また，事業内容の更なる充実にも注力していく。
・地域の催しや学校等で,京都学生祭典で誕生した創作おどり「京炎そでふれ！」を披露，指導するおどり
教室等の年間を通した地域交流活動の推進，積極的な広報活動等により，実行委員等の学生数を増やし，学
生主体の京都学生祭典を維持・発展させ，学生の成長につながる活動を支援していく。



１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 100.8%

 

数値 目標年次 達成度

数値 ‐ ‐

５　評価基準 ６ 基準説明 ７ 評価結果

平成30 令和元 令和2

‐ ‐ a

１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 89.2%

数値 目標年次 達成度

数値 ‐ ‐

５　評価基準 ６ 基準説明 ７ 評価結果

平成30 令和元 令和2

a b d

担当課 総合政策室 連絡先 ２２２－３１０３

施策名 1103 学生のパワーで活気あふれる「学生のまち」の実現

指標名 学生による未来の京都づくりにつながる活動件数（件）

数値 根拠

事業内容の充実を踏まえ，目標値は平
成30年度までの中長期目標値（240）を
参考に設定。

備考

社会貢献活動やまちづくり活動をはじめとする未来の京都づくりにつながる活動を行う学生の活動件数

「学生のまち京都」の活性化に向けた学生の主
体的な活動状況を計る指標

出典：事業担当課調べ（「むすぶネット」マッチング件
数＋「学生ボランティアチャレンジ」プログラム参加延
べ人数）

前回数値 最新数値
推移

目標値

平成30年度 令和元年度

278 242 36件減 240

中長期目標の最終年度を迎え
たため，目標値の根拠を変更
した。

根拠

最新数値の目標値に対する達成度が
a：100%以上
b：95%以上～100%未満
c：90%以上～95%未満
d：85%以上～90%未満
e：85%未満

・目標値を達成すればa評価
・以下5％刻みでb～e評価

全国順位
中長期目標

指標名 京都学生祭典における実行委員等の学生数（留学生を含む）（人）

担当課 総合政策室 連絡先 ２２２－３１０３

数値 根拠

前年度の実績をもとに設定

備考

京都学生祭典における実行委員等の学生数（留学生を含む）

「学生のまち京都」の活性化に向けた学生の主
体的な活動状況を計る指標

出典：事業担当課調べ

前回数値 最新数値
推移

目標値

平成30年度 令和元年度

1,595 1,423 172件減 1,595

根拠

最新数値の目標値に対する達成度が
a：100%以上
b：95%以上～100%未満
c：90%以上～95%未満
d：85%以上～90%未満
e：85%未満

・目標値を達成すればa評価
・以下5％刻みでb～e評価

全国順位
中長期目標


